
砂川市立病院 訪問診療 

旧炭鉱地である中空知地域は、高齢化率が 42％を超え、道内医療圏の中でも人口減少率と在宅ケアに対するニーズ

が高い地域です。 

たくさんの歴史がつまった、住み慣れた自宅で暮らし、最後まで自宅で…という地域住民のニーズがありますが、中空

知は在宅医療の資源が少ない地域であり、患者さまとその家族の希望が叶わず、医療機関での最期を迎える方が多いこ

とが現状です。 

当院の訪問診療（在宅医療）は、地域住民のニーズである、「住み慣れた場所で最期の時まで暮らしたい」という思い

に対し、最後まで希望をもち、生ききれるように支援を行っています。 

お一人で通院が困難な患者さまのもとに、医師が定期的に診療にお伺いし、痛みはもちろん、それ以外の身体的、心理的、

社会的、スピリチュアルなどの様々な苦痛について、患者さまやご家族と一緒に考えながら、苦痛を取り除くことを最優先

にした医療を提供していきます。決して在宅での最期を迎えることは、楽なことではありませんが、利用されている訪問看護

のスタッフや、居宅支援事業所の方々と情報共有しながら、地域住民の思いに寄り添い、安心と信頼の医療を提供してい

ます。 

 

砂川市立病院 地域医療連携センター 

〇訪問診療担当者 

・総合診療科医師 2名 

・看護師は、砂川市立病院 訪問看護ステーションよつばの看護師（以下よつば）。 

〇対象患者 

・医療と介護を同時に必要とする状態で通院が困難な患者であり、以下の条件を満たす者 

・主治医が訪問診療での処置や療養上の世話が必要と判断した者 

・訪問診療担当医師が主治医の相談を受け、主治医と同様の判断に至った患者 

・訪問看護師による介入がされている患者、在宅での看取りを希望している患者 

〇対象地域 

・原則として、当院の半径 16 ㎞以内とする。ただし、半径 16 ㎞を超える場合であっても、患者の居住する地域に訪問診療が

できる医療機関が他にない場合は、例外的に訪問することができる。 

〇訪問診療の依頼 

・当院を受診する患者の場合 

・主治医と相談し、訪問診療を受けたいことを相談する。 

・主治医より訪問診療担当医師へコンサルテーションを入れる。 

・コンサルテーション枠は、月、火、金曜日。 

・コンサルテーション入力後、Dr to Drで電話連絡をする。 

・訪問診療担当医師の外来に本人もしくは、家族の受診が必要です。 

診察前に状況に応じてよつばの看護師が問診を行う。 

 

 

 

 

 



・各医療機関より紹介を受けた場合 

 ・地域医療連携係が窓口となり、外来受診の流れを説明し、訪問診療担当医師の外来受診を予約する。 

 ・訪問診療医師が外来で診察し、本人もしくは家族からの相談を受けたうえで可・不可を決定する。 

 

〇訪問診療日 

・毎週水曜日 

 

       

 

   

 

令和 7年 8月 

 

 

 

 

 

 


